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1 ．は じめに

　私た ちが普段 生活 して い る建築 内部 の 色彩は ，

人 間 の 心 理 面 や感情面 に大 き く影響 を及 ぼす た

め，室 の使用 日的 などに合 わせ て室 内の 配 色を考

慮す る必 要が ある．また ， 近年 ，
LED 照明に代表

され る新 し い 種類 の 光源 の 開発 が な され て お り ，

我 々 の 生 活 空 間に も様 々 な有 彩色 光源 が 用い ら

れ る よ うに な っ て きて い る．

　実際の 居住空間で は室の 色要素 と し て
， 大別 し

て 光源色 と表面色 の 2 つ の 要素が存在す る．今 ま

で は，室表面色を変化 させ て ，使用 目的 にあわせ

た室内環境を作っ て きた ．今後 ， 照 明の 多様化が

進む に つ れ ，光源色を変化 させ るこ とで 室 の 利用

の 用途 の 幅を 広 げ る こ とが可 能 とな ると考 え ら

れ る．

　光源 色 の 認識 メ カ ニ ズ ム を 検討 した研 究 は幅

広 く行 われて い る   ．戸 田 ら  は室 内の 光源色 と

表面色 を様 々 に変化 させ 組み 合 わせ た 場合に認

識 され る照明色の 推定方法 も検討 した ．本研究で

は ，有彩色光源 によっ て照明 され た室内の 表面 に

認識 され る色が どの よ うな色 な の か を調べ た。人

が 知覚する 表 面の み え は測色値 と
一

致する の か

ど うか ，しない の で あれ ばどの 要素が影響を及ぼ

すの か を調 べ るこ とに よ り，人 が認識 す る色 を予

測する方法 を検討す る，

2 ．実験

　本 実験で は ，室内を模 した模型 を用 い て 被験者

実験を行 う．模型 内の 光源の 色 と室表面色 （本実

験 にお い て は壁 と床の 色）を変化 させ ，室 表面 の

見 えに相 当す る色票 を被験者 に 選 択 させ る こ と

に よ り見え の 調査 を行 う．

　実験装置 （Fig．1）に は，光源 の 色 と表 面 の 色を

変化 させ る test　box（Fig．2）と ， 被験者が知覚 し た

test　box 内の 色 を選択する matching 　box の 2 つ
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を用意 した ．
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Figure．1　実験装置概略図
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Figure．2　test　box 断面 図

　test　box 内の 表面 の 色 に は ，
マ ン セ ル 表色系で

明度 と彩度の 等 しい （明度 7 ／彩度 4 の ）有彩色

8色 と，無彩色 2 色（N7 ，N9）の 計 10色を選択 した，

（Fig．3）また，　 test　box 内の 光源の 色 に は有彩色 4

色 と蛍光灯色（white ）の 計 5 色 を選 択 した ．光源色

の 有彩色 4 色 は ，CIE　1976 　UCS 色度 図上で ， 白

色か らの 距離が等 し くなる よ うにカ ラ
ー

フ ィ ル

ターを使用 して 設 定 した．（Fig．4）

　 本実験で は 【表面の 色 10 条件 】 × 【光源 の 色
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5条件 】の 50条件 に ， 被験者毎 に無作為に選んだ

繰 り返 し条件 5条件 を加 えた計 55 条件 をラン ダ

ム に提示 した．被験者 は 10 秒 間 test　box 内を観

察 し ， 90 秒 間 の イ ン タ
ーバ ル を とっ た後 ，

matching 　box 内に置かれ た色票か らtest　box の

表面 に見 えた色に最 も近い 色 を選択す る．10 名の

被験者で 実験を行い
， 全員が色覚異常 でない こ と

を確認 して い る，
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色度図）

Figure．4（右） 光源色（u ∀ 色度図）

3 ．結果と分析

　まず ， 繰 り返 し試行の 結果を見 る と ， 各被験者

の 1 回 目と 2 回 目 の 試行 で 大 きな差が 出るこ とは

な く，個人内の 色選択の 再現性 は高か っ た ．

　実験結果の 例 を Fig．5 に示 す ．図は CIE　1976

UCS 色度 図の
一

部で あ る．

■ ： 表面色 　／ 　▲ ：光源色

● ： 色彩色 度計 に よる表面 の 測色値

＋ ： 被験者 が選択 した色票 の 平均値

○ ： 白

験者が選 択 した色 の 平 均が ， 測色値よ りも白色寄

りに ある こ とか ら ， 被験者が知覚す る彩度 は実際

の 表面 の 色 よ りも低下 して い る．
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Figure．6　光源色 red の 場合 の ● ，
＋ を

　　　　 す べ て の 表面色 の 場合 で 抽 出

Fig．6 か ら も，被験者の 選択値の 平均 ＋ が測色値

● よ りも 白色 ○寄 りに な っ て い る こ とが わ か る．
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　実験結果 の 例（u ＞ 色度 図）
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　結果 よ り ， 有彩色光源 に よっ て 照明 され た表面

の 測色値 と白色を結んだほ ぼ直線上 に，被験者が

選択 した 色 の 平均 があ る こ とが わか る．つ ま り，

被験者は ， 表面 の 色や光源 の 色 に 片寄る こ とな く ，

測色値 と同 じ色相 の 色 を認識 して い る．また ， 被

4 ．ま とめ

　有彩の 光源色 と表 面色 を組み合 わせ た場合，人

が室 表面に知 覚す る色 は測色値に近い 色 （色相）

で あ る．特に光源の色，ある い は表面 の 色の い ず

れ か に片寄る とい うこ とは ない ，また ，彩度 に 関

しては ， 被験者 は測色 値 よ りも低 い 彩度の 色を認

識 して い た．これは色順応 によ る彩度の 低下が起

こ っ て い るこ とが示 唆 され る，

　以上 の こ とを考慮 し た上 で ，色彩設計で 表 面 の

色 の 見 えを予測す る場 合に は ，【有彩色光源 下に

お ける表面の 色の 算出 （理論計算／実測）→ 色順

応 の 計算→ 見え の 予測】の 手 順で 行えばよ い と考

え られ る．今後は，広 い 空間で の 実験 ， 参照物を

置 い て の 実験 ，飽 和度の 低 い 光源 で の 実験な ど，

よ り実空 間 に 近 い 環境で の 実験を 進 め て い く必

要 が ある．
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